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はしがき 

 
 鉄骨造建築物の接合部は，部材の断面形状の組合せ，断面の幅，断面のせい，部材の交わる角

度，高力ボルトまたは溶接などの接合法によって，多種多様なものとなります．実際の建物では，

柱に接続する梁のせいが異なる場合や柱梁接合部で部材が直交しない場合なども有り，一般的に

例示されている標準的な接合部ディテールをそのまま適用できない場合も多く，設計者は，より

良い接合部ディテールを模索しつつ設計しているのが実状です．そのような標準的でない接合部

ディテールは，応力伝達等が明確でない場合も有り，構造安全性についても必ずしも十分でない

可能性があります．また，建築物の建築確認においても，構造安全性を判断するための資料が少

ないため，円滑な審査を行なえないことが懸念されます． 

 このような背景から，国土交通省建築基準整備促進事業の「鉄骨造建築物の基準の整備に資す

る検討」における検討項目の1つとして，平成22年度から23年度までの間，「立体的に複雑な

接合部分等の例示仕様の整備に関する検討」において，上記のようなやや特殊な接合部ディテー

ルについて，資料の収集や設計の考え方の整理が行われました．建築研究所は，この建築基準整

備促進事業に共同研究として参画し，建築研究所の重点的研究課題である「一般建築物の構造計

算に関わる技術的判断基準の明確化（平成21～22年度）」及び「建築構造計算の一層の適正化に

資する工学的判断基準の明確化に関する研究（平成23～24年度）」の2つの課題の中で継続的に

検討を行い，基準整備促進事業で収集，整理された技術資料について，構造設計，工場製作，現

場施工の各分野の専門家の実務的な意見をわかりやすく反映させ，最新の研究成果等の情報も参

考文献として記載して，本資料をとりまとめました． 

 本資料では，例示した接合部位それぞれについて，検討課題や検討課題に対応したディテール，

設計，製作上の留意点等を示しています．本資料が，鉄骨造建築物の設計者や鉄骨加工者が実務

で直面する接合部ディテールの検討において活用され，これまで以上に信頼性と構造安全性の高

い鉄骨造建築物の建設に役立てられることを期待します． 
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独立行政法人 建築研究所  
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概  要 
 
 

 鉄骨造建築物の接合部ディテールは，部材の断面形状の組合せ，断面の幅，断面のせい，部材の交

わる角度，高力ボルトまたは溶接などの接合法によって多種多様となる．また，実際の建築物では，

柱に接続する梁のせいが異なる場合や柱梁接合部で部材が直交しない場合など，標準的なディテール

が適用できない場合がある．そのような場合，設計者は，個別に接合部ディテールを模索して設計し

ているのが実状である．このようなやや特殊な接合部ディテールは，応力伝達等が明確でない場合も

有り，その構造安全性についても必ずしも十分でない可能性がある． 

 本資料は，主に，このようなやや特殊な接合部ディテールを対象にしており，そのような接合部ディ

テールを例示することによって，設計者や鉄骨加工者を支援するとともに，より構造安全性の高い鉄

骨造建築物が建設されることを目的としている．鉄骨造建築物の接合部は，上述のように多種多様な

ものとなる．そのため，本資料ではそれらを，角形鋼管柱を用いた柱梁接合部，H形断面柱を用いた

柱梁接合部，ブレース接合部，柱脚，その他の接合部，の5つに分類している．それぞれについて，

対象となる部位毎に，接合部ディテールを例示するとともに，それらの接合部において問題となる点

や設計上の留意事項等についても記している． 
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Abstract 
 

 

The connection details of steel building structures become various by combination to the 

cross-sectional shape of steel members, the width and depth of section, crossing angle of members, and the 

joining methods such as the high strength bolt or welding.  In an actual building design, in a case of the beam to 

column joint part connecting beam members with difference section depth, or a case of member which does not 

intersect perpendicularly, there is a possibility that the standard connection details will be inapplicable.  In such 

cases, a designer actually gropes for better connection detail for the building, individually.  Such a particular 

connection detail may not be clear in stress transfer etc., and it may not be enough about the structure safety, 

either. 

The purpose of this Building Research Data is to support designers and steel fabricators by illustrating 

the connection details for the irregular connection parts, and to achieve the construction of many steel structure 

buildings with higher structure safety.  In this data, the connections in steel building structures are classified into 

following five parts, which are the beam to column connections using box column, the beam to column 

connections using H-shaped column, the brace to frame connections, the column foot connections, and the other 

connections.  This data illustrates some detail drawings for each connection part, and is also describing the 

problem of those connection details and the design points of concern. 
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